
0

100

200

300

400

500

600

1⽉1⽇ 2⽉1⽇ 3⽉1⽇ 4⽉1⽇ 5⽉1⽇ 6⽉1⽇ 7⽉1⽇ 8⽉1⽇ 9⽉1⽇ 10⽉1⽇ 11⽉1⽇ 12⽉1⽇ 1⽉1⽇ 2⽉1⽇ 3⽉1⽇

延岡市の実効再⽣産数
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宮崎県全域で減少傾向
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延岡市の感染⼈数

週間感染者数(延岡市)
今週 30⼈
１週前 62⼈
２週前 78⼈
３週前 298⼈
４週前 357⼈
５週前 607⼈
６週前 1549⼈
７週前 2261⼈

宮崎県DATA (3/14)
医療機関⼊院中19名(延3)
宿泊療養施設⼊所中4名(延0)
⼊院ベット専有率
（宮崎県5.0％）（延4.8％）
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宮崎県
52 (25位)

感染者数ー死亡者数の乖離

BF7, BQ.1,XBB.1.5に注意。国内感染者は、しばらく横ば
い状態で、３⽉末から５⽉の連休にかけてオミクロン亜
種の増加で、再上昇の可能性⾼い
さらに本年の夏も感染拡⼤が起こると考えられる
今週、延岡市内感染者増で、実効産⽣産数1超え



BA.5

Omicron

BA.5

オミクロン株の⽅が死亡者数多い

BA.5

Omicron

BA.1 BA.5

感染症は割合（％）ではなく、総数が問題 9/2： 347⼈
12/8 : 243⼈
12/29: 420⼈
1/14: 503⼈

上昇傾向

上昇

By 佐藤圭創

BA.1

BA.1

BA.1

BA.2

BA.2 BA.2

BA.2

死者数第７波のピークを超えた

過去最⾼→

死亡者数
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宮崎県の感染者数 宮崎県の病床使⽤率

4498
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10万⼈単位死亡者:宮崎県 1→2→3→10 →15 →16位
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全国

全国では、夏と冬の
ピークがメイン
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宮崎県では、観光に
よる⼈流増加で春に
もピークがある



XBB.1.5
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• ⽶国の感染は、エンデミック状態に近い
• ９０％が、XBB.1.5に置き換わっている
• WHOは、本年の７⽉には、世界の感染株
の30~35%がXBB.1.5になると考える

⽶国で増加



XBB.1.9.1
• インドネシアでは、50％

• シンガポールでは、13％

• 英国では、12%

• 独、仏でも増加

• 2023 年 3 ⽉ 7 ⽇の時点で、英国で1,168 症例のXBB.1.9.1 が確認
されました。

• 英国で1,168 症例のうち、39 ⼈が死亡し、⾼い死亡率を⽰した。

• F486Pの変異あり、XBB.1.5より受容体への結合能が⾼い

• XBB.1.5より免疫回避性が⾼い

• XBB.1.5を超えて、置き換わる
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さらに危険な新しい変異株かも

シンガポールではICU症例が増加 シンガポールでは⼊院も増加

急増中

欧州で増加
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XBB.1.9.1

XBB.1.5
2023年3⽉までにXBB.1.5 
からXBB.1.9.1に置き換
わる

英国での置き換わり

⽇本の検疫で英国⼈から検出

XBB.1.9.1

XBB.1.5

英国のある地域で、XBB.1.9.1が
XBB.1.5の急増に⻭⽌めをかけた



• 全国的に感染者数が減少傾向。亜種による9波は、今春か（⼩波）？今夏か（⼤波）？

• 全国レベルでは、過去３年間の傾向では夏と冬がメインの流⾏だが、地⽅観光都市では、春にも流⾏あり。

• 実効再⽣算数では、全国的に低下。（全国的な実効再⽣産数は、下げ⽌まりか）現在、昨年の１０⽉と同程度。

• 延岡市の実効再⽣産数は、今回１を超えた、感染者数の減少傾向は、底をついた。

• 県内の、死亡者数は全国平均と同様に、第８波で急増している。

• 延岡市内の⼊院患者もこの１週間３〜５⼈程度を推移しており、明らかな減少傾向となった。

• 以上より、全国的には感染者減少傾向にあり、延岡市内にも減少傾向であるが、⼊院患者も減少してきた。

• 都市部から、BQ.1, BQ.1.1, BF.7系統への、置き換わりが進んでいる（４０〜５０％）。今後、⽶国から、XBB.1.5が流⼊し、増加する可能性あ
り。また、欧州から、 XBB.1.9.1が広がるかもしれない。

• 世界では、⽶国でXBB.1.5が９０％になり、欧州では軒並み、 XBB.1.9.1が増加してきた。

• XBB.1.9.1は、 XBB.1.5より細胞の受容体との結合⼒が⾼く、さらに免疫逃避性が強い。

• XBB.1.5は、 XBB.1.9.1に置き換わるだろう。

• 延岡市点滴センター, 宿泊療養施設は⼀時閉鎖中。

• コロナ関連患者の救急要請件数、減少。

• インフルエンザは、A⾹港株が、今週も警報レベル。少し減少してきた

• 現在、発熱外来での感染ウイルスの⽐率は、９割インフルエンザ、１割コロナ。

• ３⽉末からに亜種（XBB.1.5）による９波が来る可能性あり

• 宮崎県のオミクロン対応ワクチンの接種は、２⽉初めの段階で41.3%で、伸び悩んでいる。

• 宮崎県では、特に、若い世代のワクチン接種率が低いことが、問題である。感染拡⼤者（スプレッダー）が増加し、感染弱者への感染拡⼤の要因
となる。

• イスラエルのデータで、オミクロン対応ワクチンの接種により、死亡リスクは86％低下、⼊院リスクは81％低下しており、特に⾼齢者において
有⽤と考える。

• 抗ウイルス剤の投与は、単に感染者の症状を軽減させ、有症状期間を短くするだけでなく、家族内感染や施設内感染を抑制する効果や、重症化率
や死亡率の抑制効果、後遺症発現を抑制させることが延岡地域の研究で判明した。

By 佐藤圭創9


